
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　

昨
年
三
月
に
﹃
近
江
日
野
の
歴
史
﹄

第
四
巻
「
近
現
代
編
」
を
発
刊
し
て
以

来
、
近
現
代
の
日
野
の
姿
を
様
々
な
視

点
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
明

治
か
ら
戦
前
の
農
家
副
業
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。

農
家
の
副
業

　

明
治
時
代
、
日
野
の
農
家
は
主
に
米

を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
か
た
わ

ら
副
業
も
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
十
年

代
初
め
に
つ
く
ら
れ
た
「
滋
賀
県
物
産

誌
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
農
家
副
業
が
見

ら
れ
ま
す
。
日
雇
い
、
大
工
、
左
官
、
運

送
業
、
飲
食
業
、
桶
職
、
小
売
商
な
ど
、

こ
の
ほ
か
山
地
に
近
い
村
で
は
薪
採
り

や
炭
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
農
家
副
業
の
中
で
も
明
治

前
期
に
盛
ん
だ
っ
た
の
が
製
茶
で
す
。

茶
は
古
く
か
ら
の
日
野
の
特
産
の
一
つ

で
す
が
、「
滋
賀
県
物
産
誌
」
に
は
日
野

周
辺
で
は
明
治
以
降
に
栽
培
を
は
じ
め

た
町
村
も
多
い
と
あ
り
ま
す
。
明
治
十

年
代
初
め
に
は
現
日
野
町
域
の
約
八
割

　『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
一
巻
「
自
然
･
古
代
編
」、
第
二
巻

「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近
世
編
」、
第
四
巻
「
近
現
代
編
」、
第

五
巻
「
文
化
財
編
」、
第
六
巻
「
民
俗
編
」、
第
七
巻
「
日
野
商

人
編
」、
第
八
巻
「
史
料
編
」、
第
九
巻
「
絵
図
・
要
覧
編
」
は
、

教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
、
一
冊
四
、〇
〇
〇

円
で
好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

の
町
村
で
製
茶
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

販
売
先
は
日
野
市
街
が
多
く
、
甲
賀
や

伊
勢
な
ど
に
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
明
治
後
期
に
は
新
興
の
生
産
地

に
お
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

製
茶
に
か
わ
っ
て
明
治
中
期
以
降
、

発
展
す
る
の
が
養
蚕
で
す
。
明
治
二
十

三
（
一
八
九
〇
）
年
に
日
野
製
糸
株
式

会
社
が
創
設
さ
れ
る
と
、
大
窪
で
は
町

内
に
養
蚕
を
奨
励
し
、
日
野
製
糸
株
式

会
社
に
補
助
金
を
出
す
な
ど
養
蚕
製
糸

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明

治
四
十
五
年
に
日
野
町
養
蚕
組
合
が
設

立
さ
れ
、
昭
和
の
初
め
に
は
蚕
種
の
統

一
、
繭
の
共
同
販
売
、
共
同
桑
園
の
新

設
を
行
う
な
ど
改
善
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
ご
ろ
か
ら

は
「
養
蚕
業
に
関
し
組
合
員
の
共
同
の

利
益
増
進
を
図
る
」
た
め
に
現
日
野
町

域
の
町
村
に
養
蚕
実
行
組
合
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
日
野
町
域
の
養
蚕
は

大
正
後
期
に
生
産
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

戦
前
ま
で
農
家
副
業
の
第
一
位
で
し
た
。

上
駒
月
の
筵

　

農
家
副
業
の
な
か
で
も
南
比
都
佐
村

と
り
わ
け
上
駒
月
で
盛
ん
だ
っ
た
の
が

筵む
し
ろ

織
り
で
す
。
江
戸
時
代
の
延え
ん

宝ぽ
う

年
間

（
一
六
七
三
～
八
一
）
か
ら
始
め
ら
れ
た

と
さ
れ
、「
滋
賀
県
物
産
誌
」
に
も
上

駒
月
・
下
駒
月
・
迫
の
農
家
副
業
に
筵

織
り
が
載
っ
て
い
ま
す
。
筵
は
敷
物
や

穀
物
の
乾
燥
、
日
よ
け
な
ど
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
明
治
五
年
の
取
調
書
に
よ
る

と
次
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
藁わ
ら

を
よ
り
合
わ
せ
て
縄
を
つ
く
る
。

そ
れ
を
四
四
本
そ
ろ
え
て
織
り
機
に
か

け
た
て
糸
と
す
る
。
一
人
は
イ
サ
シ
竹

と
い
う
竹
製
の
細
長
い
器
具
を
用
い
て
、

横
か
ら
よ
こ
糸
用
の
藁
を
差
し
入
れ
る
。

も
う
一
人
は
筬お
さ

を
上
か
ら
下
に
お
ろ
し

て
編
ん
で
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
す
。
約

一
×
二
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
も
の
が

一
日
平
均
四
枚
織
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
の
生
産
量
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
明
治
二
十
五
年
の
記
録
に
よ
る

と
年
間
五
万
一
〇
〇
〇
枚
が
上
駒
月
で
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生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
足
踏
み
式
の
一
人
織
り
機
や
、

縄
を
作
る
機
械
が
入
り
、
生
産
量
は
大

き
く
伸
び
ま
し
た
。

　

筵
織
り
の
特
徴
は
女
性
の
仕
事
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
一

日
の
﹃
滋
賀
新
聞
﹄
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

南
比
都
佐
村
で
は
生
産
さ
れ
た
筵
二
〇

万
枚
の
う
ち
十
六
万
枚
を
上
駒
月
の
八

六
戸
の
農
家
で
生
産
し
て
お
り
、
筵
を

織
る
女
性
た
ち
は
、
ほ
ぼ
一
年
中
、
朝

早
く
か
ら
午
前
中
ま
で
筵
を
五
、
六
枚

織
り
、
午
後
は
田
ん
ぼ
の
仕
事
や
家
事

を
こ
な
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

筵
織
り
は
昭
和
三
十
年
代
に
筵
の
需
要

が
大
き
く
減
る
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。▲筵を織る女性
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